
山田: ハハキ毛タのJl:標本に就いて

5. Ench6uma muricatum 
(GMEL.) WEJ3; v. Bos. 
f.deμゆlerataWEB. v. 
Bos.キリンサイ

キリンサイは，叉リウキ

ウツノマグとも云い南宇和郡

由良には多く産ナるが伊藤灘

.粛灘には今迄採集されたと

とが左い。然るに瞳灘の西方

問坂島と其の謝岸周桑郡楠何

村大字河原津の海岸には花崩

岩の磯に少し之を産するとと

が知られて居る。との藻は暖

流の影響を受けて沖縄島より

伊豆七島にかけて分布して居

る。此の様君主南方性分子は本

牒では多く佐田岬の南方I'C止

まって居るが本種は内海奥深

く突入して居る。さて元来内

海産藻の特質としては細いも

の，薄いもの即ち織細ゑもの

IU臨

Dictyapteris divaricatαOKAMURA 

Z ゾヤハズの2個体xJら

45 

でEつ柔軟君主ものが多いにも不拘本種の如き多肉・軟骨様の南方性要素があ

ると云うととは著しいととである. (松山市北高等拳授)

ハハキモク (Sα:rgl邸 側mkjeU'伽仰閥抗Y回 DO)

の原標本に就いて

山田幸男

先般米園イ Pノイ州のノルマル大署長日出noisNormal University)の助教

授フェンショルト女史 (D.E. FENSHOLT)から来信あり，北米オレゴシ州等
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46 事誕 類第2巻第2競昭和~Q年 9 月

で此の種と畳じきものを採ったが遠藤博士の原標本と比較し度いからその標

本を，或いはそれが不可能念らその寝民でもよいから選ってほしいとの依頼

を受けた。そとで東大の膳葉庫にゐ願いをして遠藤博士の標本の此の種の大

部分即ち 22枚の標本を借用，序手に自分も久し振りで此等の標本を詳しく

しらべるととが出来たので集付いた轄を書きつけてみた。

先す守=遠藤博士の標本の大部分に於てそうでで.あるが新種を記載された場合

の

original"という書込みがありとれば 1麓に謝して 1枚の場合もあり叉数枚

に及ぶものもるる。又採集者の名前がたいものが多いがとれはその大部分が

博士自身の採集にかかるものと察せられる。又金標本を通じての帯披は訂つ

てない。

そとで上の22枚の標本中基本種の標本は日枚で夫々共の様になってい

る。

産地 採集時 採集者 その他

1) 駿~li江ノ i爾 2:1， 3， 18 Herb. Imp. Museum. no. 51 
2) " " Herb. Imp. Museum. no. 50 
3)下風呂 April， 1903 
4)函 館 " 5) Karafuto May， 1910 8. MURATA 
6)函 館 May， 1903 
7)越後柏崎 M町.9. 1916 中村正雄

8) 8ado Dec.1909 T. OBARA 
ru " " グ
1ω 越後鯨波 J une， 6. 1909 中村正雄

11) Oshoro April， 1909 

戎に f.muticumの標本にはE誌にの 12枚がある。

産地 採集時 採集者 その他

12)紀州出雲 April，1902 
13)稲岡県基金救郡城野村 矢野宗斡

14 )鳥羽 29/1.154 
15) 
16)相模城ケ島 Oct. 14， 1898 
17) Nemoto， Awa Jan. 1， 1899 
18)志州安梁島 March，1902 
19)稲岡県薬会救郡城野村 矢野宗斡

2ω 七墨ケ漬 Nov. 1904 平山復ニ廊

21)志州波切 March， 1902 
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22)陸前松島 July， 1899 拓植
グ グ

上の 22枚の標本中生殖器托のあるものは僅かでその内4呑では生殖器

托は全部雄性であり，ハハキモクθ特徴である「同一生殖器托中に雄の生殖

案と雌の生殖案とが混在する」と一致しない。然るに 1番の駿州、l江ノi甫の標

本は此の性質を示している。そし・て他の七里ケ演等の標本では生殖器托は存

するが若くて性別等は判然とし友い。

即ち遠藤博士の標本中で同一生殖器托中に雄と雌の生殖葉の混在すると

との判然としているものは駿州江ノ浦の標本のみというととに主主る。然るに

此の産地は遠藤博士の“Fucac回 eof Japan"にも又それより前に護表された

日本産馬尾藻科目録中にも引用されていない。つまり遠藤博士の Sargassum

kjellmaniαnumという種の考えは純粋註ものではなくして他の種即ちミヤ

ベモクの如きものが混じていた様に思われるのである。

(北海道大拳理拳部植物拳数室)

岡山大事玉野及び本島臨海賞験所と

その附近の海藻

猪野俊平

瀬戸内海閤立公園の中心地である玉野市の瀧川海岸につくられた岡山大

撃理製部玉野臨海賓験所は，園鶴宇野騨よりパスで約25分，瀧川で下車して

徒歩で3分，岡山騨より約1時間宇でいける便利た新しい研究所で、ある(第

1闘参照)。 坪数67坪のコンクリート平家建で(第2闘)，賞習室 1，研究室

3，圃書標本室 1; 暗室 1と宿泊周の 6昼の和室が2つあって， 各研究室に

は海水及び淡水が遇してある。殊に賓習室には，海水水槽 4ど淡水水槽2と

があって培養に便でるる(第3闘)。をまた同時に建てられた玉野梅洋博物館の

水族館(第4闘)は 47個の水槽と他に3個の強備水槽， '1、ガラス水槽 9，屋

外，屋内に 1佃づっのプール般の犬飼育槽があって，海水は 5馬力のモーグ

ー(他に同馬力の強備ディーゼ、}Jyエンジン)で揚水し，水族館と賓験室へ同

時に通してta-T;配水は全部開放式で，配管はビ=ールも用hている。水族
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